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【本研究成果のポイント】 

・実際にあった大型トラックドライバーによる居眠り運転事故において、事故率及び事故損害金

額で評価した衝突被害軽減ブレーキ（AEBS※1）の効果は限定的であることを明らかにしまし

た。 

・大型トラックの居眠り運転衝突事故では、AEBS を搭載したトラックは AEBS 非搭載のトラッ

クと比べ、事故率および事故損害金額に有意な減少は認められませんでした。 

・今後、トラックドライバーの居眠り（マイクロスリープ※2）の早期検知法の確立と、AEBS の

さらなる改良及び運転操作に介入する他の安全運転支援システムとの併用が期待されます。 

 

【概要】 
広島大学大学院医系科学研究科睡眠医学講座（令和３年 4 月から令和６年 3 月末まで）の塩見

利明（前・寄附講座教授、現・医学部客員教授）、熊谷元（前・寄附講座准教授、現・病院診療准

教授）、及び川口健吾（前・研究員、現・福山通運株式会社安全管理課長）らの研究グループは、

実際にあった大型トラックドライバーの衝突事故 1,699 件を分析し、事故率（衝突事故を起こし

たトラック数/総トラック数）と事故損害金額（物的損害と人的損害の総額）を、居眠り運転事故

か居眠り運転以外の原因による事故（非居眠り運転事故）か、あるいはトラックに AEBS が搭載

されているか搭載されていないかに分類して比較することにより、居眠り運転事故に対する

AEBS の効果を明らかにしました。 

1）大型トラックによる非居眠り運転事故においては、AEBS 搭載トラックの方が、AEBS 非

搭載トラックよりも事故率は有意に低下していましたが、居眠り運転事故では、AEBS 搭載トラ

ックには AEBS 非搭載トラックと比べ事故率の有意な低下は認められませんでした。 

2）事故損害金額においては、大型トラックによる居眠り運転事故および非居眠り運転事故のい

ずれにおいても、AEBS 搭載トラックには AEBS 非搭載トラックと比べて有意な減少は認められ

ませんでした。 

3）AEBS を第 1、２、３世代に分類し、AEBS 各世代における事故率と事故損害金額を居眠

り運転事故と非居眠り運転事故で比較しました。事故率は、いずれの AEBS 世代においても居眠

り運転事故の方が非居眠り運転事故よりも有意に低かったのに対し、事故損害金額では、いずれ

の AEBS 世代においても居眠り運転事故が非居眠り運転事故よりも高額であり、第 1、2 世代で

は有意差を認めました。 

４）AEBS の世代間で事故率と事故損害金額を比較しました。事故率は、非居眠り運転事故で

は第 1 世代から第 3 世代へ世代が新しくなるにつれて低下しましたが、居眠り運転事故では世代

が新しくなっても低下しませんでした。事故損害金額では、居眠り運転事故、非居眠り運転事故

ともに、世代が新しくなっても有意な減少は認められませんでした。 

 

実際にあった大型トラックドライバーの居眠り運転による衝突事故において、AEBS の効果を

事故率および事故損害金額で分析した研究論文は未だありません。本研究の結果から、大型トラ

ックドライバーによる居眠り運転事故において、事故率および事故損害金額で評価した AEBS の

効果は限定的であることが明らかになりました。その原因の一つとして、トラックドライバーが
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実際にあった大型トラックの居眠り運転衝突事故 

における衝突被害軽減ブレーキ（AEBS）の評価 

～居眠り運転事故には効果的ではない～ 



居眠りのため適切な衝突回避行動をとることができず、AEBS の効果を発揮できなかったことが

示唆されました。このようなことから、甚大な被害をもたらしやすい大型トラックの居眠り運転

衝突事故への対策として、今後は居眠り運転（運転中のマイクロスリープ）の早期検出法の確立

と、AEBS のさらなる改良および
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た。（参考資料図１） 

２） AEBS 搭載トラックと非搭載トラックの事故損害金額を比較すると、居眠り運転事故、

非居眠り運転事故のいずれにおいても AEBS 搭載・非搭載で事故損害金額に有意差は認

められませんでした。（参考資料図 1） 

３） AEBS 搭載トラックにおいて、AEBS 第 1～第 3 世代の世代別に事故率を比較すると、

いずれの AEBS 世代においても居眠り運転による事故率は非居眠り運転事故による事

故率よりも有意に低いことがわかりました。次いで、AEBS の世代間で事故率を比較す

ると、非居眠り運転事故では第 1 世代から第 3 世代にかけて事故率が有意に減少する

傾向が認められましたが、居眠り運転事故では事故率の減少傾向は認められませんでし

た。（参考資料図２） 

４） AEBS 搭載トラックにおいて、AEBS 第 1～第 3 世代の世代別に事故損害金額を比較

すると、第 1、2 世代の AEBS 搭載トラックでは居眠り運転による事故損害金額は非居

眠り運転事故による事故損害金額よりも有意に高かったのに対し、第 3 世代では有意差

は消失しました。次いで、AEBS の世代間で事故損害金額を比較すると、居眠り運転事

故・非居眠り運転事故ともに、事故損害金額の減少傾向は認められませんでした。（参考

資料図３） 

 

【今後の展開】 

本研究から、大型トラックの衝突事故に関して、AEBS は非居眠り運転事故の事故率低下には

有効でしたが、居眠り運転事故の事故率低下への効果は限定的であることが明らかになりました。

また、事故損害金額においては、居眠り運転事故、非居眠り運転事故のいずれにおいても AEBS

搭載により事故損害金額は有意に減少しないことが明らかとなりました。運転中の居眠りのため

トラックドライバーに事故回避行動が起こらないあるいは遅れることにより、AEBS の効果を十

分に発揮できなかったと考えられるため、居眠り運転（運転中のマイクロスリープ）を早期に検

知できる監視システムの開発が必要と考えられます。さらに、眠気を感じたドライバーが休憩す

る場所の確保やトラックドライバーの睡眠不足や疲労の蓄積を軽減するための労働環境の改善も

必要と思われます。AEBS のさらなる改良に加え、車線維持支援システムや車間制御システムな

どの運転操作に介入する他の安全運転支援システムとの併用なども含め、複合的な対策を行うこ

とにより大型トラックドライバーの居眠り運転事故の削減が可能になるものと期待されます。 

 

 

【研究支援】 

当睡眠医学講座は、福山通運株式会社による寄附講座（令和３年 4 月から令和６年 3 月末まで）

でした。 

 

【用語説明】 
AEBS※1：Advanced Emergency Braking System の略、衝突被害軽減ブレーキを意味し、国

土交通省によって定められた一定の性能規格をもつ自動ブレーキのこと。自動車に搭載されたカ

メラやセンサーなどを使って進行方向に存在する人や自動車、障害物を察知し、自動的にブレー

キを作動させ衝突を回避する仕組み。 

 
マイクロスリープ※2：瞬眠、15 秒未満の短い睡眠 

 

 

 

 

  



【参考資料】 

 

図 1：大型トラックの AEBS の評価 

 

 
 

 

 

図 2：居眠り・非居眠り運転事故における AEBS 世代別の事故率(A)と事故損害金額(B)の比較 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



図 3：居眠り・非居眠り運転事故における AEBS 世代間の事故率(A)と事故損害金額(B)の比較 

 

 
 

 

 

【お問い合わせ先】 

大学病院 睡眠医療センター 熊谷元 

大学院医系科学研究科 精神神経科学 深山由希子（秘書） 

Tel：082-257-5207 FAX：082-257-5209 

E-mail：miyama63@hiroshima-u.ac.jp（深山） 

kumaguy88@hiroshima-u.ac.jp（熊谷） 

 発信枚数：Ａ４版 6 枚（本票含む） 
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